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熊野海盆南部におけるメタンハイドレート：IODP 314・315航海による成果

Methane hydrates at Kumano Basin revealed by IODP 314/315 Expeditions
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IODP 314/315航海によって紀伊半島沖熊野海盆南部において実施された掘削によって、海底下堆積物中にメタンハイ
ドレートの存在が確認されたので報告する。掘削地点は水深 1970mで、海底下 220～400mの堆積物中にハイドレートの
存在を示唆する種々の掘削同時検層（LWD）データとコア観察結果を得た。ハイドレートの存在に顕著に反応した LWD
データは比抵抗値で、キャリパー値と弾性波速度にもハイドレートに対応した挙動が見られた。また、採取直後のコア
試料にも温度低下などが見られた。


